
三

、
表
門
神
社
の
由
緒

ニ
ニ
ギ
●
ノ
ミ
ニ
ト

邇
邇
杵
尊
、
の
御
一
二
座
に
し
て
御
崎
大
神
と
い
い
、
明
治
五
年
に
郷
社
に
列
せ
ら
れ
た
。

人
皇
七
代
孝
霊
天
皇
の
御
代
の
御
鎮
座
に
し
て
住
古
は
上
戸
村
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

人
皇
七
十
一
一
代
白
河
天
皇
の
永
保
元
年
（
１
０
８
１
年
）
（
平
安
時
代
）
主
上
お
悩
み
あ
ら
せ
ら
れ
詩

時
、
た
ま
た
ま
神
主
上
洛
中
に
て
、
占
い
の
名
挙
、
洛
中
に
高
く
御
所
に
召
さ
れ
て
、
御
占
い
の
上
祈

念
の
所
、
た
ち
ま
ち
御
平
癒
あ
ら
せ
ら
れ
、
叡
感
斜
な
ら
ず
、
社
頭
並
び
に
五
十
一
の
末
社
ま
で
御
造

営
の
上
、
空
海
筆
に
な
る
梵
字
の
文
珠
画
像
を
御
寄
進
せ
ら
れ
、
併
せ
て
市
川
の
郷
を
神
領
に
賜
り
勅

願
所
と
認
め
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
、
市
川
明
神
と
も
称
せ
ら
れ
た
。

現
在
の
市
川
大
門
町
は
社
前
に
続
き
、
東
西
約
一
里
を
隔
て
た
所
に
あ
る
、
上
の
大
鳥
居
と
下
の
大

鳥
居
の
地
名
は
、
当
時
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
後
、
学
び
の
途
の
神
と
し
て
、
御
神
徳
湯
愈
々
現
れ
、
俗
謡
に
も
「
市
川
文
珠
、
知
恵
文

珠
、
女
に
ゃ
針
、
男
に
ゃ
硯
墨
筆
」
と
歌
わ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

例
祭
と
行
事

嘉
保
二
年
十
月
（
’
○
九
五
年
）
形
部
三
郎
義
清
（
甲
斐
守
に
任
官
）
故
あ
っ
て
配
流
当
所
に
住
居

し
表
門
神
社
を
鎮
守
と
し
た
。
そ
の
節
、
御
崎
大
明
神
を
義
清
宅
に
迎
え
、
神
楽
を
一
一
率
納
す
。

こ
れ
を
御
台
所
祭
り
と
い
い
、
現
在
年
々
行
わ
れ
て
い
る
。
正
月
初
の
酉
の
日
の
御
神
楽
は
、
こ
れ
に

起
因
し
て
い
る
。
又
、
表
門
神
社
は
甲
斐
源
氏
の
産
士
神
と
も
言
わ
れ
て
い
た
が
、
下
っ
て
武
田
信
玄

甲
斐
の
四
方
に
鎮
守
を
定
ぬ
る
に
当
た
り
、
当
社
を
南
方
の
鎮
守
と
定
め
兜
の
前
立
の
不
動
を
寄
進
し

神
領
を
増
し
尊
崇
篇
く
、
更
に
天
正
十
年
三
月
徳
川
家
康
甲
斐
入
国
の
節
は
当
社
に
本
陣
を
置
き
、
武

運
長
久
を
祈
願
し
、
天
正
十
一
年
四
月
十
九
日
に
は
近
隣
六
ヶ
村
に
わ
た
り
、
先
規
に
よ
り
貫
高
の
朱

印
を
寄
進
し
、
慶
長
十
四
年
三
月
一
一
一
日
第
一
回
の
社
殿
造
営
が
完
成
し
た
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
例
祭
は
こ
れ
に
起
因
し
新
暦
の
た
め
四
月
三
日
、
近
年
は
四
月
第
一
日
曜
日
と

な
わ
れ
て
い
る
。
）

な
っ
た
。

こ
の
例
祭
に
は
、
御
輿
が
市
川
大
門
町
の
小
御
崎
神
社
（
末
社
）
へ
の
往
復
と
も
芦
川
を
渡
る
の
で

近
郷
近
在
よ
り
見
物
が
多
く
、
・
身
延
線
も
社
営
時
代
に
は
臨
時
運
転
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
｜
の
酉
の
例
祭
は
永
保
一
九
年
の
酉
の
記
念
す
べ
き
史
実
に
よ
る
も
の
で
、
正
月
の
第
一
の
酉

の
日
（
旧
暦
）
で
あ
る
。
（
新
暦
に
改
め
ら
れ
た
際
、
二
月
の
初
の
酉
の
日
、
現
在
で
は
日
曜
日
に
お
こ

ま
た
、
弘
法
大
師
筆
の
文
珠
ほ
日
本
三
大
文
珠
の
一
つ
と
し
て
大
和
安
部
の
文
珠
ｊ
天
橋
立
切
り
一
戸

の
文
珠
と
と
も
に
国
宝
的
存
在
で
あ
る
。

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
士
ミ
カ
ミ
１
ワ
ガ
ノ
ミ
ク
マ

当
社
は
延
喜
式
内
表
門
（
ウ
ヘ
ト
・
ウ
ワ
ト
）
神
社
で
あ
、
ソ
、
御
祭
神
は
、
天
照
大
神
、
倉
稲
魂

表
門
神
社
の
由
緒
と
例
祭

宮
司
市
川
行
治


